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緒　　　　　　　言

畜舎から大量に発生するイエバエの撲滅施設として

大森式密聞堆肥舎が極めてすぐれていることは，われ

われがしばしば報告した通りであるが，密閉堆肥舎建

設には一時にかなりの費用巻雲するので，密閉堆肥合

に近い撲滅原理にもとずき，且つ経婆l壬があまりかから

ない方法としてビニール超式堆肥処理法を考案した占

1958年に長橋市内でこの方法による野外実験を行ない，

極めて興味深い2，3の知見を得たのでその結果につ

いて砧告する£

稿をすすめる前に，ビニール鐘内のガス分析を分担

していただいた，当時の長崎大学共学部助教授末永栄

一博士に厚くお礼申し上げる．

ピニ蜘ル鐘の規格と実験方法

実験に用いたビニール鐘は，節1図に示すように，

縦80c躍，横110c都，高さ100t調の針金の枠に，完全に気

密な　0・3仰厘の角型ビニール鐘をかぶせたもので，こ

の鐘の大きさは牛1頭1週間分の廐肥を積み上げた堆

積にかぶせ得ることを目安としてきめた．鐘の天井及

び2側面には直径10c椚，長さ30c肌の袖をつけ，この袖

は空気を遮断している期間中は完全に閉じておき，必

要に応じ，これを拡げて内部の諸調査ができるように
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ビニール鐘式堆肥処理による厩肥中のハエ幼虫駆除

した．実験に使った堆肥処理場の底部は，密閉堆肥舎

の内底と同じようにコンクリートで固め第1図に示す

ように2つに区切り防水塗装して夫々に水をみたすこ

とができるようにした．先ず堆肥処理場の底の片側に

丸竹のコロを2～3本置き，その上に1mx7〕珊の竹

製簀子を載せ，この簀子の上に牛舎の1週間分の廐肥

を積み上吼　ビニール鐘をかぶせ，鐘の柚がすっかり

水中に沈むまで水をはり，所定の期間放置した．必要

に応じて通気，堆積内部の温度測定，ハエ幼虫の生死

の判別，水死幼虫数の算定及び鐘内のガスの採取を行

なった・堆積内部の温度は金属ケースに入った長さ90

o珊の地中温度計を鐘の柚から挿入して測定した・空気

を通す時にば袖を開き，20メッシュのビニール網をは

めて外部からのハエ成虫の侵入を防いだ．鐘は原則と

して実験中はかぶせたままとしたが，水中のハエ幼虫

を採集する場合だけは一時的にとり除き，厩肥を堆肥

処理場のもう一方の側へ移助させてから再び鐘をかぶ

せて実験をつづけた・この場合，鐘を外している時間

はなるべく短かくするように注意した．実験は1958年

8月から1959年1月までの問に，厩肥を積み込んだ直

後からビニール鐘をかぶせて空気を遮断した場合，及

びある期間空気を通し，ある程度醗酵を進行させてか

らこれを遮断した場合の夫々について建21回行なった．

実　　験　　結　　果

1．厩肥を堆積した直後からピ＝－ル鐘で空気を遮

断した場合

牛1頭，1週間分の廐肥を簀子の上に積み上げ，積

み上げた直後にビニール鐘をかぶせて空気を遮断する

と，密閉期間中は厩肥の醗酵が起らず，従って第2図

Ⅱに示すように堆積内部の温度はほとんど変化しない・

最も長い例では8月に堆積直後から14日間空気を遮断

しておいた場合でも堆積内部の温度は28．80～33．00C

で，ほとんど変化しなかった・興味のあることは廐肥

中にいるハエ幼虫が，この空気遮断によって君命から

高令まで悉く堆肥の表層部や内部で死滅することであ

る．これらの幼虫は真の高温時には2日間の空気遮断

によって概ね死滅する．ところが夏でも2日間空気を

遮断した後の堆肥をハエ罠付飼育箱に収容しておくと

後でサシバエ成虫が羽化してくることから少なくとも

サシバエの卵は尚生き残るものがあると思われる血　4

日間以上密閉しておけばイエバエ，サシバェの卵及び

各令幼虫を悉く死滅させることができると思われる・

しかし，秋になって気温が下ってくると4日間空気を

遮断しておいても尚若干の幼虫が生き残り，蛹化，羽
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第2図　ビニール鐘式堆肥処理による

堆積内部の温度変化（1958）
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化するようになる．更に困ることば，夏期に堆積直後

から2週間もの間空気を遮断しておいた厩肥でも，鐘

をとり除くと醗酵を始め，再びハエの発生源になるこ

とである．このハエの再発生を防ぐためには鐘をとり

去らずに，ハエ成虫の侵入を防ぎながら鐘の柚から空

気を通すことによって醗酵を終らせなければならない・

2．堆積後ある期間空気を通してからこれを遮断し

た場合

既にのべたように，廐肥を堆積した直後にビニール

鐘をかぶせて直ちに空気を遮断すると，夏は4日間の

遮断でハエの卵及び幼虫を悉く死滅させることができ

るが，空気を通すと醗酵して再びハエの発生源になる

し，冬は4日間の空気遮断では尚若干のサシバエ幼虫

が生き残り，その後の廐肥のとりあつかいが問題にな

る．そこで，堆積後醗酵がある程度進行し，廐肥中の

卵が全部孵化するまでの期間，ハエ成虫の侵入を防ぎ

乍ら空気を通して後にこれを遮断したら比較的短期間

の遮断によって廐肥中のハエ幼虫を悉く死滅させるこ

とができ，あるいは鐘をとり除いても再びハエの発生

源とはならないかも知れないと考えた・そこで，先ず

醗酵をかなりに進行させるために，堆積直後から9日

毎回期間
通気某月同
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問空気を過した後に4日間遮断してみた．実験を行な

ったのは10月であったが，この実験によって，9日目

には既に若干のイエバエ，サシバェが堆積の表層部で

蛹化し，幼虫は4日間の空気遮断によって完全に死滅

するが，蛹は尚生き残り，空気を適すと後で正常に羽

化することがわかった・そこで今度はこの蛹化が始ま

る前，即ち堆積後3～4日間空気を通した後から4日

間これを遮断してみた．この実験は11月から12月にか

けて行なったために実験の途中でハエの発生量が急に

少なくなってきて充分な追求はできなかったが，廐肥

中の各令幼虫ほ悉く死滅するものと思われ，かなり万

来すべき成総が得られた．ただ，廐肥がまだ充分には

醗酵，腐熟していないので，4日間の空気遮断後に鐘

をとり除いてしまうと節2図Ⅱに示すように再び醗酵

を始め，ハエの発生源になる恐れがあるように思われ

るので，これを防ぐためには醗酵が終るまで鐘をとり

除くことなく，防虫網を張った袖から空気を通す必要

があるように思われる．

乱　ピニ恥ル鐘内のガス成分及び設蛆原理について

畜舎から搬f」＿ルた廐肥にビニール鐘をかぶせて空気

を遮断すると廐肥の醗酵が停止して温度が上らず，中

にいるイエバエ，サシバエの各令幼虫は悉く死滅する

ことが明らかになったので，この醗酵を停止させ，ハ

エ幼虫を死滅させる原因を知るために，薬学部の末永

栄一助教授に依頼して鐘内のガス成分の分村を行なっ

てもらった・その結果は罪1表に示す迫りで，微量の

成分までは分析できなかったが，酸素が著しく減少す

ることと，メタンガスその他の不詳のガスが発生して，

その為にハエ幼虫は死滅し，酸素の欠乏のために醗酵

萬1表　ビニール鐘内のガス成分分軒表（1958）

（体積百分比で示す）

華N0．1：堆積後3日後から3日間密閉した後に採取

No。2：堆積後3日後から4日間密閉した後に採取

がとまると考えられる．廐肥にビニール鐘をかぶせ数

日間空気を遮断したあとにみると，多くの場合，特に

醗酵がある程度進行した後で鐘をかぶせた場合に，鐘

はゴムまりのようにふくれ上り，その袖から中のガス

の具を嗅いでみると刺敵性の悪臭が鼻をつき，アンモ

ニア，硫化水菜等が発生しているのではないかと考え

たが，2度の分析結果ではこれらのガスほ検出できな

かった．低温時に，堆積直後からビニール鐘をかぶせ

て空気を遮断すると，時に鐘があまりふくれ上らない

ことがあり，そのような時には内部のハエ幼虫を死滅

させるのに多くの日数を必要とした．われわれほ最初，

ビニ什ルほ通気件がほとんどないと思っていたので，

低温のためにガスの発卦▲量が少ないことによるのであ

ろうと考えたが，その後ビニールはポリエチレン等に

比べてかなり通気供，通説性が強いということがわか

ったので，ガスの発生量が少ないことの他に発生した

ガスが若干鐘の外へ逃げることも訂鐘肴ふくらませな

い原因の一つであろうと考えるに至った．ポリエチレ

ン等で鎧をつくって実験すれば更に好結果が得られる

かも知れないと考えている．

考　　　　　　　察

今回の実験結果にもとずき，先ずビニール鐘の最も

合理的な使い方について考えてみることにする・罪1

に廐肥を堆積した直後から空気を遮断した方がよいか，

或るいほ或る程度空気を通してから密閲した方がよい

かという点であるが，既にのべたようにハエの卵が比

較的長期間の空気遮断に耐えると思われるので，厩肥

中の卵を悉く孵化させる為に或る期間空気を通し，廐

肥の醗酵を或る程度進行させてからこれを遮断した方

がより効果的であるといえる．しかし，あまり長期間

空気を通したまま放置すると幼虫の一部が蛹化し，蛹

も亦かなり長期の空気遮断に耐えると思われるのでこ

れもさけなければならない・結局，卵ほ全部孵化し，

蛹化はまだ始まらない堆積後3～4日目から空気を遮

断することが最も効果的であると考えられる．節2に

空気を遮断する期間ほ，廐肥中のハエを悉く死滅させ

ることを目安として夏は3～4日間，春秋は4～5口

問が適当と思われる．罪3に空気遮断後の処置である

が，上述のようにして空気首遮断した廐肥はまだ醗酵

を終っていないので，すぐに鐘をとり除くと再び醗酵

を始めハエの発生源になる．これを除ぐためには鐘に

適当な袖をつけ，この袖に防虫網をはり，ハエ成虫の

侵入を防ぎつつここから空気を通して醗酵，腐熱を終

らせなければならない．

成　分 普通の空気

N盟

0雲

CH4

その他

フ8。10

20・93

0．00

0．97

計 100・00 100．00 100．00

78・10

14．フ0

0。01

7。19

76・50

5・50

0・10

17．90

ビニール鐘内※

No．　1 N（）・　2



摘要

畜舎の1週間分の廐肥を,底に水をはった堆肥処理

場の簀子の上に積み上げ,完全に気密な角型のビニー

ル鐘をかぶせ,その裾はすっかり水中に沈めて廐肥中

のハエ幼虫を死滅させる,いわゆるビニール鐘式堆肥

処理法を考え,野外実験を行なった結果次のことがわ

かった.

1)廐肥の醗酵は空気の遮断によってほとんど停止

し,廐肥中の各令ハエ幼虫は, 夏は3～4 日間,春秋

には4～5日間の空気遮断によって悉く死滅する.

2)廐肥の醗酵を停止させ, ハエ幼虫を死滅させる

原因は酸素の欠乏と,一部はメタンガスその他の不詳

のガスの発生によるものと思われる.

3)ビニール鐘をかぶせて空気を遮断し,ハエ幼虫

を死滅させた後の廐肥は空気を通すと再び醗酵を始め,

ハエの発生源となる.

以上のことから,この方法によってハエを撲滅する

ためには, 1週間分の廐肥を積み上げ,直ちにビニー

ル鐘をかぶせ, 3～4日間防虫網をはめた鐘の袖から

空気を通して醗酵を起させ,内部のハエ卵を悉く孵化

させた後で, 夏は3～4 日間,春秋は 4～5日間袖を

閉じて空気を遮断し内部のハエ幼虫を殺してから再び

防虫網ばりの袖から空気を通して充分醗酵,腐熟させ

なければならない.

ビニール鐘式堆肥処理による厩肥中のハエ幼虫駆除

次にビニール鐘式堆肥処理を密閉堆肥舎による堆肥

処理と比較してみることにする．われわれは最初，密

闇堆肥舎に近い原理にもとずくハエの撲滅方法として

ビニール鐘式堆肥処理怯を考えたのであるが，野外実

験の結果両者は著しく趣を異にすることがわかった．

両者の最も大きなちがいは，密閉堆肥舎では密閉中も

厩肥の醸醇がどんどん進行するのに対して，ビニール

鐘の場合は空気遮断によって醸悍がほとんど停止する

ことである．これは両者の気密度が著しく異なること

によるもので，従って密閉堆肥舎では厩肥中のハエ幼

虫をⅡ令にまで発育させてから水死させるのに対して，

ビニール鐘ではハエの各令幼虫をそのままの発育段階

で，その場で死滅させる点が根底的に異なる．その死因

は前者では溺死であり，後者では窒息死乃至はガス中

右死である・また密閉堆肥舎で2週間経過させた厩肥

は既に醸酵を終っているので搬出後にハエの発生源に

なるJL、配はないが，ビニール鐘で空気を遮断した厩肥

はまだ充分には憶酵を終っていないので，鐘をとり除

くと再びハエの発生源になる恐れがある・従って空気

を遮断してハエ幼虫を殺した後も鐘はとり除かず防虫

網を張った柚から空気を通すことによってハエ成虫の

位入を防ぎつつ醗酵，腐熟を終らせなければならない．

以上述べたように，ビニール鐘式堆肥処理法は極め

て興味深いハエの撲滅法で，更に研究を進めてみる価

値のある面もあるが，厩肥の堆積後鐘内へ空気を通し

てハエの卵を番く孵化させてから空気を遮断して幼虫

を殺し，その後厩肥を充分腐熟させるためにまた空気

を通すといった，手のこんだ操作を繰返さなければな
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Summary

An equipment, an air-tight vinyl cover for destructing housefly and stable fly maggots in

the animal manure were devised by the senior author. The cover, 80cm by 110cm and 100cm

high, is put on the heap of seven days' litter from a cattle-shed piled up on the lattice which

is placed on the logs laid in the water on a half area of the basin, 100cm by 150cm and

10cm deep, as shown in Fig. 1. The cover is kept untouched with the litter by the aid of

wire framework and the free end of the cover was submerged under water so as to shut off

air perfectly.

When used the cover, it is often inflated by the septic gas within 2 or 3 days and all

the larvae in the manure are killed at least within 3 or 4 days in summer, and 4 or 5 days

in autumn. This apparently due to the deficiency of O2 and increase in quantity of methane,

and unknown but probably poisonous gasses. The trouble is, however that the rot of manure

is arrested by use of the cover probably owing to the deficiency of O2, and that the eggs

especially of the stable fly is not killed by the procedure.

The most effective use of the cover is as follows : Air should be supplied through a

sleeve for a few days to allow the hatching out of eggs and then shut off perfectly for 3-5

days to kill all the larvae within the manure and again should be supplied for about 10 days

to allow the complete rot of the manure.
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